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中
の
６
時
30
分
頃
に
、突
風
が
吹

き
テ
ン
ト
２
張
り
が
飛
ば
さ
れ

る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
初

め
て
の
テ
ン
ト
無
し
開
催
と
な

っ
た
。
時
折
小
雨
が
降
る
な
ど
悪

天
候
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
来
店
の

高
齢
者
の
お
客
様
か
ら
は
、
「
八

槻
荒
れ
だ
な
い
！
」
と
言
わ
れ
、

冬
到
来
を
思
わ
せ
る
朝
市
と
な

っ
た
。
28
日
最
終
日
は
、
お
客
様

へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
沢

田
産
こ
が
ね
餅
米
使
用
の
切
り

餅
袋
詰
め
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

今
年
も
多
く
の
お
客
様
や
開
店

準
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
お

世
話
に
り
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

防
止
の
為
に
、
例
年
よ
り
約
２

ヶ
月
遅
れ
で
始
ま
っ
た
、
ま
ち

な
か
朝
市(

山
田
達
也
会
長)

は
、
感
染
症
予
防
を
講
じ
て
行

わ
れ
、
11
月
の
4
回
開
催
計

22
回
開
催
で
終
了
と
な
る
。
今

年
は
異
例
づ
く
め
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
例
年
に
な
い
長

雨(

7
月)

や
冷
夏
、
猛
暑
（
８

月
～
９
月
）
繰
り
返
し
で
、
作

付
け
や
生
育
に
も
影
響
が
で

た
。
月
初
め
の
お
楽
し
み
抽
選

会
や
秋
の
収
穫
祭
等
イ
ベ
ン

ト
企
画
の
中
止
。
更
に
、
第
21

回
11
月
14
日
開
催
は
、
準
備 

下
り
坂
の
姿
勢
と
歩
き
方
を
学
ん

だ
。
登
り
は
前
傾
姿
勢
と
腕
を
振
る

こ
と
。
下
り
坂
は
、
膝
を
使
っ
て
下

る
こ
と
を
学
ん
だ
。
姿
勢
も
改
善
さ

れ
て
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
く

出
来
て
い
る
こ
と
が
一
番
で
す
ね
。 

まちなか朝市 28日、22回開催で終了。 

今年も大変お世話になりました。ありがとうご

ざいました。 

健康増進「ノルデックウォーキング」開催へ 

 

い
き
い
き
健
康
増
進
事
業

３
自
治
セ
ン
タ
ー(

中
谷
、
石

川
、
沢
田
共
催
事
業)

「
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
」
が

11
月
14
日(

土)

か
ら
中
谷
自

治
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
始
ま

っ
た
。
昨
年
度
開
催
を
予
定
し

て
い
た
が
、
台
風
19
号
、
コ
ロ

ナ
禍
の
為
開
催
延
期
と
な
っ

て
い
た
。
講
師
に
皆
川
和
夫
氏

(
ア
ド
バ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー)
と
役
場
職
員
の
方
々
に

サ
ポ
ー
ト
を
頂
き
、
16
名(

女

性
７
名
・
男
性
９
名)

が
参
加

し
て
研
修
式
が
行
わ
れ
た
。
自

己
紹
介
で
は
、
体
力
づ
く
り
や

病
気
の
リ
ハ
ビ
リ
等
の
理
由

が
多
く
健
康
に
関
心
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
座
学
研
修

で
は
、
皆
川
講
師
か
ら
、
自
分 

 

の
体
と
相
談
し
な
が
ら
行
う
こ
と

や
筋
肉
は
何
歳
に
な
っ
て
も
鍛
え

る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
。
運
動
前

の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ(

準
備

運
動
）、
ク
ー
リ
ン
グ
ダ
ウ
ン
（
整

理
運
動
）
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。 

座
学
後
、
ポ
ー
ル
の
持
ち
方
、

長
さ
の
調
整
が
行
わ
れ
、
基
礎
練

習
が
始
ま
っ
た
。
基
本
の
歩
く
姿

勢
の
為
に
腕
を
振
る
こ
と
の
練
習

が
始
ま
っ
た
。
参
加
者
の
大
半
が

初
心
者
で
あ
る
事
で
腕
と
足
が
同

時
に
出
る
な
ど
笑
い
を
誘
う
場
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
真
剣

に
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
練
習
を

重
ね
る
ご
と
に
姿
勢
が
良
く
な

り
、
皆
川
講
師
か
ら
も
お
褒
め
の

言
葉
を
頂
き
、
体
力
に
合
わ
せ
笑

顔
で
楽
し
く
出
来
た
よ
う
で
す
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 
21
日
２
回
目
の
研
修
は
、
中
谷

自
治
セ
ン
タ
ー
か
ら
約
１
㎞
程
移

動
、
大
日
山
裾
野
で
の
研
修
を
行

っ
た
。
坂
を
利
用
し
て
の
登
り
坂
、 

 

自己紹介する鹿岡さん。お元気です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

12 月度行事予定＊諸般の事情により日時等変更になる場合もあります。                               

日 曜 行 事 予 定 備 考 

５ 土 まちなか朝市反省会 18：00～ 石川自治センター 

11 金 石川地区防犯協会役員会 18：30～ 石川自治センター 

15 火 
石川寿大学学習会 9：30～ 

レディース外槇閉講式 19：00～ 

石川自治センター 

王子平集会所 

17 木 新田寿健康大学学習会 9：30～ 新田ふれあい 

26 土 レディース猫啼学習会 19：00～ 猫啼西田屋 
 

文化祭へ参加と学習会 

石
川
町
文
化
祭
が
２
年
振

り
に
モ
ト
ガ
ッ
コ
で
、
10
月

31
日
～
11
月
２
日
の
３
日
間

行
わ
れ
た
。
レ
デ
ィ
ー
ス
外
槇

(

水
野
昭
子
委
員
長)

・
新
田

(

鈴
木
京
子
委
員
長)

が
作
品

展
示
を
行
っ
た
。
展
示
作
品

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
る

中
、
自
主
学
習
等
で
製
作
に
励

ん
だ
力
作
約
50
作
品
が
展
示

さ
れ
た
。 

レ
デ
ィ
ー
ス
外
槇
は
、
粘
土

作
品
「
器
」
と
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ

ク
の
２
作
品
を
展
示
し
た
。
器

づ
く
り
は
、
製
作
に
約
４
ヶ
月

を
掛
け
た
ア
ン
テ
ッ
ク
調
の

力
作
で
し
た
。 

レ
デ
ィ
ー
ス
新
田
は
、
レ
デ

ィ
ー
ス
ス
ク
ー
ル
を
始
め
て

２
年
目
で
あ
る
が
、
初
め
て
の

作
品
展
示
と
な
っ
た
。
作
品

は
、
粘
土
作
品
「
モ
コ
と
梅
も

ど
き
」
を
始
め
、
ラ
ン
プ
シ
エ

ー
ド
と
お
茶
碗
の
３
点
が
展

示
さ
れ
た
。
新
田
は
、
他
に
、

活
動
報
告
も
行
っ
た
。
自
主
学

習
の
報
告
や
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
活
動
に
つ
い
て
写
真
等

で
紹
介
し
た
。
両
ス
ク
ー
ル
と

も
展
示
に
は
、
女
性
な
ら
で
は

の
感
性
を
生
か
し
作
品
を
際

立
た
せ
る
工
夫
が
あ
り
、
見
学

者
の
興
味
を
引
い
て
い
た
。 

写
真
は
展
示
の
様
子 

 

遠
慮
し
な
い
で
相
談
を)

、
高
齢
者
に
な
っ

た
ら
「
助
け
て
」
と
言
う
事
を
心
掛
け
る
よ

う
に
、
そ
の
為
に
特
別
な
人
で
は
な
く
ご
近

所
さ
ん
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
す
る
こ
と
。

地
域
み
ん
な
で
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
の
為
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
も
助

け
合
い
や
見
守
り
、
社
会
参
加
等
積
極
的
に

行
動
す
る
事
進
め
て
い
た
。
解
り
易
く
お
話

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

招
き
25

名
が
参

加
し
て
行
わ
れ

た
。
病
気
に
な
っ

つ
て
も
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
た

め
の
３
つ
の
こ

と
①
予
防
第
一

(

食

事

や

運

動)

②
認
知
症
予

防(

人

と

の

交

流) 

③
転
ば
ぬ

杖(

困
っ
た
ら 

 

 

新
田
寿
健
康
大
学(

小
豆
畑
幸
司
委
員

長)

は
、
学
習
会
の
合
間
に
小
豆
畑
委
員
長

外
皆
さ
ん
が
育
て
た
蕎
麦
の
試
食
会
を
今

年
も
行
っ
た
。
種
ま
き
や
雑
草
取
り
を
行

い
精
魂
込
め
て
育
て
た
蕎
麦
は
例
年
に
な

く
豊
作
だ
っ
た
。
三
瓶
俊
晴
氏(

新
田
区)

・

川
西
正
昭
氏(

荒
町
区)

・
近
内
康
蕎
麦
同

行
会
会
長
に
お
手
伝
い
頂
き
、
学
級
生
一

同
「
打
ち
立
て
、
湯
出
た
て
」
の
美
味
し
い

蕎
麦
を
堪
能
し
た
。
三
瓶
氏
の
蕎
麦
打
ち

(

写
真
右
下)

を
見
学
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

石
川
寿
大
学(

永
沼
栄
一
委

員
長)

は
、
17
日
石
川
自
治

セ
ン
タ
ー
で
、
テ
ー
マ
「
地

域
の
見
守
り
と
支
え
合
い
」

と
題
し
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
小
松
広
江
さ
ん
を
講
師
に 

 

ま
ち
な
か
工
房
リ
フ
ォ
ー

ム
教
室(

大
野
文
子
代
表)

は
、
文
化
祭
期
間
中
の
10
月

31
日
と
11
月
１
日
の
２
日

間
、
モ
ト
ガ
ッ
コ
屋
外
広
場

で
、
青
空
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
マ
ル

シ
ェ
に
出
店
し
た
。
今
年
初

め
て
の
販
売
活
動
を
行
っ

た
。
着
物
や
洋
服
リ
メ
ー
ク

作
品
約
百
点
が
展
示
販
売
さ

れ
た
。 

石
川
長
寿
会
も
学
習
会
で

製
作
し
た
。
粘
土
作
品
２
０
２

１
年
干
支「
丑
」を
展
示
し
た
。 

 



 

 

レ
デ
ィ
ー
ス
猫
啼(

小
豆
畑
ケ

イ
子
委
員
長)

は
、
10
日
西
田
屋

で
10
名
が
参
加
、
文
化
祭
作
品
づ

く
り
を
行
な
っ
た
。
花
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
き
り
絵
で
、
色
紙
や
家

庭
に
あ
る
包
装
紙
を
持
ち
寄
り

思
い
思
い
の
草
花
を
作
成
し
た
。

額
に
飾
り
中
々
の
出
来
倍
で
あ

っ
た
。 

  


